
栄養科学イラストレイテッド　応用栄養学

頁 場所 修正前 修正後 補足 掲載

第2章

30 図1 「コレステロール」を削除 ※１参照 18/05/24

30 図1キャプション 『「日本人の〜ついて」より引用』を削除 ※１参照 18/05/24

第3章

53 図3のキャプション1
行目

〜2歳では6：1，〜 〜2歳では5：1，〜
18/11/06

第4章

83 表24のHbA1cの目
標値

5.8未満 6.2未満
17/12/11

83 右段，本文6行目 …中期250kcal，末期450kcal… …中期250kcal，後期450kcal… 17/12/11

第6章

119 右段 上から2行目 肥満度（％）＝（実測体重ー標準体重）÷
標準体重✕100

肥満度（％）＝（実測体重ー身長別標準
体重）÷身長別標準体重✕100 18/08/17

119 右段 上から5〜6行
目

標準体重は，学校保健統計調査による
性年齢別平均体重と平均身長から求め
ることができる．

身長別標準体重は，実測身長をもとに
計算することができる（詳しくは学校保健
統計調査を参照）．

18/08/17

第8章

158 右段 下から6行目 さらに，カリウムの摂取はナトリウムの尿
中排泄を促すことから，骨粗鬆症の予防
に…

さらに，カリウムの摂取はカルシウムの
尿中排泄を低下させることから，骨粗鬆
症の予防に…

19/03/22

図表

※１

正誤表・更新情報

■第1版　第4刷（2017年8月30日発行）の修正・更新箇所
※第1刷からの修正箇所はhttps://www.yodosha.co.jp/correction/9784758108775_corrections.pdf	
 をご参照ください

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申
しあげます　（2019年3月22日）	


30 ● 栄養科学イラストレイテッド

C. 策定の対象とするエネルギーおよび栄養素

健康増進法に基づき，厚生労働大臣が定めるものとさ
れているエネルギーおよび33種の栄養素とする（図1）．
また，健康の保持・増進に不可欠であり，その摂取量
が定量的にみて，科学的に十分に信頼できると考えら
れる栄養素であるかについても考慮されている．

3 策定の基本的事項

A. 食事摂取基準の各指標の定義

エネルギーの指標を適用するねらいは，エネルギー
摂取の過不足を防ぐためである．すなわち，エネルギー
の摂取量と消費量のバランス（エネルギー収支バラン
ス）の維持を目指すことになるが，基本的にはBody 
Mass Index（BMI）を指標として用いている．
栄養素の指標を適用するねらいは，摂取不足からの

回避，過剰摂取による健康障害からの回避，および生

活習慣病の予防である．摂取不足からの回避を目的と
した設定指標は，推定平均必要量，そして推定平均必
要量が求められると算定が可能となる推奨量がある．
また，推定平均必要量を求められない場合には，目安
量が用いられる．一方，過剰摂取による健康障害を防
ぐための指標として耐容上限量が用いられている．さ
らに，生活習慣病を予防するための指標として目標量
が策定されている．栄養素に関する指標の概念図は図
2の通りである．

B.  エネルギー摂取の過不足からの回避を目的
とした指標の特徴

○Body Mass Index（BMI）
エネルギーについては，エネルギーの摂取量および

消費量のバランス（エネルギー収支バランス）の維持
を示す指標として，BMIが採用された（妊婦・授乳婦
を除く成人，高齢者のみ）．このため，成人における観
察疫学研究において報告された総死亡率が最も低かっ
たBMIの範囲，日本人のBMIの実態などを総合的に検
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図1 食事摂取基準の策定対象となったエネルギーおよび栄養素


